
名古屋市
F i l e  N o. 03

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 1,815 1,699 1,614 1,614 1,554

採用予定者数 405 420 470 415 460

▼︎�受験者数等推移

求める教員像
専門的な知識と幅広い教養を有し，教育に対する情熱と使命感をもち，健康な体と豊かな人間性を備えた
知・徳・体のバランスのとれた人材

出願期間 公開日　４月18日（金）　電子申請　４月18日（金）～５月２日（金）

試験日程

１次試験
　試験日　６月14日（土）　　合格発表日　７月９日（水）
２次試験
　試験日　７月19日（土）・20日（日）　　合格発表日　８月20日（水）

年齢制限 昭和51年４月２日以降に生まれた者。特例B-1，D-1，D-2対象者は，昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科
［幼］　［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理・歴史，
数学，理科，保健体育，英語，商業，工業（電気・情報系，機械・自動車系，建築・インテリア系），その他欠員が
生じた教科　［特］　［養］　［栄］

特記事項

■特別選考　●障害者特別選考　１次の教職・一般を免除。
■特例　●特例A-1　スポーツ・芸術の分野において優秀な成績を収めた者は，１次の専門を免除。●特例
A-2　［小］志願者で，英会話能力に優れ，規定の資格所有者は，１次の専門の成績に加点。●特例A-3　［小・
特］［中・高］英語志願者で，英会話能力に優れ，規定の資格所有者は，１次の専門を免除（［中・高］英語志願者
は２次の実技も）。●特例A-4　［幼・小・中・高・特］志願者で，規定の認定証等の取得者は，１次の教職・一般
の成績に加点。●特例A-5　［中］理科，技術，［高］理科，［特］志願者でそれぞれの専修免許状取得者は，１次
の専門を免除。●特例B-1①～⑥　名古屋市公立学校（園）に講師として任用され，規定の要件を満たす者は，
１次の教職・一般，専門の免除，加点等の特例あり。●特例B-2　［小・中・高・特・養］志願者で，名古屋市以外
の国公立に本務教諭として勤務しており，規定の勤務実績がある者は，１次の教職・一般，専門を免除。●特例
B-3　なごや教職インターンシップの活動において規定の基準を満たす者は，１次の教職・一般，小論文の成
績に加点。●特例B-4　［小・中・特・養］志願者で，名古屋市において，規定の活動実績がある者は，１次の教職・
一般の成績に加点。●特例C　［小・中］志願者で，大学院での修学を理由に一昨年度又は昨年度の試験の合格
を辞退し，要件を満たす者は，２次の個人面接のみ実施。●特例D-1　名古屋市公立学校（園）に本務教諭とし
て勤務し，介護を理由に退職した者は，２次の個人面接のみ実施。●特例D-2　名古屋市公立学校（園）に本務
教諭として勤務し，子育てを理由に退職した者は，２次の個人面接のみ実施。●特例E　［小・中］志願者で特別
支援学級担当の希望がある者のうち，規定の免許状取得者は，１次の教職・一般の成績に加点。●特例F　特定
校種・教科志願者で，大学の学長等の推薦が得られ，要件を満たす者は，１次の教職・一般，専門を免除。●特
例G　昨年度の２次試験受験対象となった者は，１次を免除。

新規情報

■３年生受験　全校種対象。■初任給　（小中高）295,800円（幼稚園）291,480円（特別支援学校）
308,979円（諸手当含む）。■初任者研修　教員としての使命感を高め，学習指導・生徒指導等の基本的理解
と技能の習得を図れるよう計画。■臨時的任用教員の研修　あり。■懲戒処分の指針　「名古屋市教育委員会
における懲戒処分の取扱方針」にある。■部活指導の地域移行　小学校は業務委託。中学校は今後移行予定。

面　積 326 ㎢
人　口 2,337,241人
市の花 ユリ
市の木 クスノキ

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 9,384※

不登校（人） 2,480 3,408 －

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数（市立学校）

※特別支援学校を含む
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉の教育原理（特別支援教育，人権教

育等）のうち，特別支援教育では，障害者基本法第

2条（定義）から「社会的障壁」を問う問題が出題

された。また，「『令和の日本型学校教育』の構築を

目指して（答申）」（2021年）の「第Ⅱ部 各論 4.新

時代の特別支援教育の在り方について (1)基本的な

考え方」から「教育的ニーズ」，「通級による指導」，

「セーフティネット」，「インクルーシブ教育」を問

う問題も出題されている。人権教育では，本邦外出

身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組

の推進に関する法律第2条から「煽動」を問う問題

が，性的指向及びジェンダーアイデンティティの多

様性に関する国民の理解の増進に関する法律第10

条第3項から「相談体制」を問う問題が，世界人権

宣言第1条から「理性と良心」の理解を問う問題が，

それぞれ出題された。

　生徒指導では，教育時事と重複するが，「『不登校

特例校』の新たな名称について（通知）」から，「不

登校特例校」から変更された学校名を問う問題と，

この学校の指定に係る留意事項に関する問題が出題

された。

　教育法規では，学校教育法第2条から「地方公共

団体」の理解を問う問題と，同法第17条から「義

務」を問う問題が出題された。また，学校教育法施

行令の第1条（学齢簿の編製）から「学齢簿」を問

う問題が出題された。そして，学校教育法施行規則

の第1条から「保健室」の理解を問う問題が出題さ

れた。これらのほか，子ども・子育て支援法第2条

を問う問題や，児童手当に関する変更内容に関する

問題も出題されている。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年，国語（現

代文読解）と英語（単語，文章読解）を中心とした

出題となっており，今年度も同じような傾向であっ

た。社会科学では例年，時事以外の分野から出題さ

れているが，今年度は日本史，地理，政治，経済か

らの出題となった。自然科学では例年，理科全般か

ら幅広く出題されており，今年度もこれらの傾向に

大きな違いはみられなかった。

▶幅広い領域から出題される特別支援教育
▶法規の理解が問われる人権教育
▶人文科学は国語（現代文読解）と英語（単語，文章読解）

＊「教育時事」には「生徒指導」も含まれる。

教職教養
全5問

教育時事

1 教育原理

2

教育法規

2

一般教養
全22問
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4
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1家庭
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自治体別試験DATA＆分析
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